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2011年東北沖地震前の広域地震活動変動

Wide seismic anomalies before the 2011 Tohoku Earthquake
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　Kumazawa et al. [2010]は2000年代前半に東北地方広域で起こった地震活動の変化をETASモデルの変化点

解析から検出し、 2008年岩手・宮城内陸部地震前の前駆的なスロースリップによる地殻変動によって発生し

たものであるとする説明が可能であることを示した。 しかし上述の地震活動変化は、2011年東北地方太平洋

沖地震発生までの地震活動を含めた延長データから、別の説明が可能であることが分かってきた。 すなわ

ち、延長データをETASモデルで変化点解析した結果、内陸部地震の断層から遠方の地域での地震活動変化

は、東北地方太平洋沖地震前に発生した、東北地方東方沖のプレート境界上のスロースリップに起因するより

大きな地殻変動により、より適切に説明できる。
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